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政策立案の仮説を基にした実装機能

新機能について

現在RAIDA搭載している以下の機能に、「任意自治体との比較機能」を新たに追加しました。

画
面
イ
メ
ー
ジ

折れ線グラフ等を用いた
課題の時系列データの可視化

テーブルを用いた
課題の一覧化

活
用
方
法

下記を実施し、施策効果を把握
• 類似した地域のうち、施策の
実施有無でグルーピングし、
課題の解決状況を比較する。

• 課題の時系列変化を捉える。

• 各テーマに紐づく課題の解決状況
を比較し、優先的にデジタル施策
に取り組むべき課題を捉える。

交付金を活用したデジタル
実装状況の比較

• 交付金を活用したデジタル実装状
況を表示し、取組状況や事業数、
予算規模を比較検討できる。

新
機
能

対象地域が「類似団体、全国、都道府県」であった比較機能に「任意の自治体」と比較できる機能を追加する
ことで、「同一圏域の自治体」や「独自に比較している自治体」と比較した施策検討が可能。
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交付金を活用したデジタル実装状況の比較

「デジタル実装」タブのうち、「任意自治体との比較」から推移することができます。

以下項目について、任意の自治体を
選択することが可能（複数選択可）
・特定の類似団体
・任意の都道府県
・任意の市区町村
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交付金を活用したデジタル実装状況の比較

交付金を活用したデジタル実装事例について、事業数、事業費等を任意自治体と比較できる機能を追加
しました。

交付金を活用した
デジタル実装状況の比較

・交付金を活用したデジタル実装状況を表示し、他自治体と取組状況や事業数、
予算規模を比較検討することで、施策の事業数や予算規模を検討することができる。
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折れ線グラフ等を用いた課題の時系列データの可視化

課題指標の最新値と共に時系列変化を把握できる折れ線グラフについて、任意自治体の状況を表示し、
比較できる機能を追加しました。

折れ線グラフ等を用いた
課題の時系列データの可視化

・類似した地域のうち、施策の実施有無でグルーピングし、課題の解決状況を比較する。
・課題の時系列変化を捉える。
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テーブルを用いた課題の一覧化

地域の課題の解決状況を把握し施策の優先度を検討をするため、各デジタル実装テーマに紐づく課題指
標を一覧化し、任意自治体と比較できる機能を追加しました。

テーブルを用いた
課題の一覧化

各テーマに紐づく課題の解決状況を比較し、優先的にデジタル施策に取り組むべき課題を
捉える。

比較対象を選択することで、選択した対象と比較した
「今後注力するポイント」を表示することが可能
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RAIDA「デジタル実装」で目指す政策立案の姿

上述の新機能を追加することで、地域の課題解決に資する情報支援を行います。

デ
ジ
タ
ル
実
装
状
況

平均以上 平均未満

実
装
済

未
実
装

目指すべき姿

自地域の課題に対応した
デジタル実装を進め、
地域課題を解決できる

施策実施後にどの程度
地域課題が解決できたのか

わからない

検討しているデジタル実装はあるが
実施すべき明確な根拠を

説明できない

他の地域課題に
おけるデジタル実装へ

地域課題のさらなる解決に向けた
事業見直し（施策効果の検証）

３

類似した施策を実施した地域課題の
解決状況を把握（施策効果の把握）

２

どのデジタル実装から優先的に
取り組むべきかわからない

地域課題の優先度を
踏まえたデジタル実装

施策の検討（優先度検討）

１

地域課題に関する指標
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